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   ＜あらまし＞製薬業界における MR（医薬情報担当者：Medical Representative）教育は、企業存続

に欠かせない重要な投資である。しかし、MR 教育を担当するインストラクターは、社内の配置転換に

より教育担当になった者が多く、教育理論を活用することなく自己の経験をもとに MR 教育を展開して

いる現状がある。そこで ID 理論を活用した教えない学習により製薬企業インストラクターの質向上の

研究を計画した。 
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１．はじめに 

製薬業界における MR の能力向上のための教

育は企業存続に欠かせない重要な投資である。ま

た、近年の急速な IT 進歩に伴い、MR 教育の在

り方も大きく変わらざるをえなくなっている。 
しかし、MR 教育を担当するインストラクター

は、社内の配置転換により MR より教育担当にな

った者が多く、製品に関する知識は持っていても、

教育の専門家ではないため、教育理論について知

らない者がほとんどであり、実際の研修立案・実

施にあたっても、各々のインストラクターが自分

の過去の経験をもとに対応している現状がある。 
現在、自社においてはインストラクターのコン

ピテンシー評価が行われているが、その結果を踏

まえたインストラクターのコンピテンシー向上

の具体的な対策は行われていない。 
上記現状に加え、各インストラクターは全国 8

か所に居住しており、従来型の集合教育が難しい

為、ID 理論の自己学習をベースとした教えない

学習による製薬企業インストラクターの質向上

に関する研究を計画した。 
 

２．研究概要 

2.1.研究目的 
教育効果を高める方法論や理論は、各種心理学

からのアプローチより報告されており、これらの

教育理論を研修の中に取り入れることにより、効

果的・効率的かつ魅力的な研修が可能となる。し

かし、製薬メーカーの MR 教育を担当するインス

トラクターは、十分な教育理論を学習することな

く自己の経験に基づいた研修を行っている。そこ

で今回は、鈴木（2015）の導入課題の枠組みに

従い、「TOTE モデル」、「ARCS モデル」、「メリ

ルの第一原理」、「カークパトリック評価 4 段階モ

デル」の 4 つの教育理論を独学してもらい、かつ

自分が行う研修に活用することでインストラク

ターのコンピテンシーが向上するかを検討する。 
2.2.理論的背景 
「TOTE モデル」は、ゴールを目指して進む時

に、常にゴールに達成したかを確認しながら作業

を進めることを図式化したジョージ・ミラーらに

より提唱されたモデルである。 
「ARCS モデル」は、ジョン・M・ケラーによ

り提唱された動機づけに関する心理学的理論で

ある。Attention（注意：面白そうだ）、Relevance
（関連性：やりがいがありそうだ）、Confidence
（自信：やればできそうだ）、Satisfaction（満足

感：やってよかった）の 4 因子に分類して対応す

ることを提案したインストラクショナルデザイ

ンモデルで４要因の頭文字をとって ARCS モデ

ルと命名されている。ケラーは、学習意欲を高め

るための作戦として、適材適所でかつ最低限に

ARCS モデルを用いることを提案している。 
「メリルの第一原理」は、メリルが 2002 年に

発表した構成主義心理学から提唱されたモデル
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で、以下の効果的な学習環境を実現するための要

件を 5 つにまとめたものである。 
１．問題：現実に起こりそうな問題に挑戦する 
２．活性化：すでに知っている知識を動員する 
３．例示：例示がある 
４．応用：応用するチャンスがある 
５．統合：現場で活用し、振り返るチャンスがあ

る 
「カークパトリック評価 4 段階モデル」は、研修

成果を以下 4 段階に分けて評価をとらえること

を提案したモデルである。 
レベル１：反応、レベル２：学習、レベル 3：行

動、レベル 4：結果 
企業においては、研修は投資であり、結果の出

ない研修はコストとなるため、研修担当者はレベ

ル 3 すなわち受講者の研修後の行動変容を促進

させる仕組みを研修の中に組み込むことが重要

となる。 
 
３．研究方法 

本研究は、教えない学習スタイルを導入するこ

とによる製薬企業インストラクターの質向上の

ための研究である。 
3.1.対象者 

2015 年度に MR 及び他部門から新たに MR 教

育を担当するインストラクターに配置転換され

た 3 名に協力を依頼する。またコンピテンシー評

価より高評価を獲得しているインストラクター

にはアドバイザーとして協力を依頼する。 
3.2.質向上を目指すコンピテンシー項目 
今回の研究においては、教えない教育により以

下４項目のコンピテンシーの質の向上を目指す。 
研修設計にあたり、研修ゴールを達成したかどう

かが判断できる工夫を行っている。 
研修実施にあたり、受講者の研修参加意欲を高め

る工夫を行っている。 
研修実施にあたり、受講者がすぐ MR 活動で研

修内容を活用するよう工夫ができる。 
提供した研修の実行及び成果を確かめる工夫を

行っている。 
3.3.研究スタート時点のコンピテンシー測定 
まず初めに、各インストラクターがコンピテン

シーの自己評価を実施する。 
3.4. 各コンピテンシー向上の為に活用する教育

理論 

研修設計にあたり、研修ゴールを達成したかどう

かが判断できる工夫を行っている。 
→TOTE モデル 
研修実施にあたり、受講者の研修参加意欲を高め

る工夫を行っている。 
→ARCS モデル 
研修実施にあたり、受講者がすぐに MR 活動で

研修内容を活用するよう工夫ができる。 
→メリルの第一原理 
提供した研修の実行及び成果を確かめる工夫を

行っている。 
→カークパトリック評価 4 段階モデル 
3.5.教えない学習の展開方法 
現在、自社においては月末にインストラクター

が集合し、翌月に展開する研修コンテンツ開発を

行っている。 
・各月末に翌月に質向上を目指すコンピテンシー

を１つ決定する。 
・対象インストラクターは、該当する教育理論を

自己学習の上、翌月の研修に学習した教育理論を

取り入れた研修を実施する。 
・実施した研修結果は、翌月末の会議時に共有化

する。 
・ハイパフォーマーのインストラクターは、上記

会議時参加し、アドバイザーを行う。 
・翌月も教育理論の定着の為、再度同じコンピテ

ンシーに対する研修工夫を行う。 
・2 か月終了後に該当するコンピテンシー評価を

実施し、成果確認を行う。 
 
４．おわりに 

本研究では、「TOTE モデル」、「ARCS モデル」、

「メリルの第一原理」、「カークパトリック評価 4
段階モデル」の 4 つの教育理論を活用し、インス

トラクターのコンピテンシー向上を計画した。今

後は、教えない学習によりインストラクターの質

の向上が達成できるかどうかを確認し、修正しな

がら規模を拡大して試行を重ね、育成モデルを構

築していく。 
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